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ギー側の構造 (おそらくBのK吸収 )については, Bf;のBのK吸収スペクトルからの
類推により,Bの リー ドベルグ･シリー ズは予想できるものの,それ以外については説
明のつけにくい箇所が多い｡なお,BC】3の分子軌道計算は現在実行中であり,計算結
果が出れば,各構造に説明をつけることができるものと期待している｡
リン酸塩 の リンPの L2,3吸収帯








実験 測定した試料はリン酸の無機塩(LiH2PO4,NaH2PO｡,KH2PO ｡ お よび
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チミヂル酸にっいては無機塩とくらべてリン酸が全体を占める割合が重量比でX.程度
であるため,光電子収量,透過ともにスペクトルの上でリン酸の構造は非常に見にくい
が,一応無機塩と対応がっく4つの吸収の山が観測された｡吸収の山の位置が全体に無
機塩と比較して2eV程度高エネルギー側にずれるが,この事実を除けば,核酸中のリン
酸のリンも無機リン酸塩中のリンもほぼ同じ吸収スペクトルを示すといってよいと思わ
れる｡したがって核酸内のリンの正味の吸収強度は,無機塩について得られた原子吸光
係数と大幅には異なわないと思われるふ
解析 得られたスペクトルはリンのL穀の電子のRydberg状態あるいは連続状態-
の遷移に対応するものではない｡もしそうだとすれば,光子のエネ/レギーの順にはじめ
Rydberg状態-の遷移に対応する小さい山が続き,その後に連続状態-の大きな山がく
ると思われる｡実験結果も示すように,スペクトルは原子としてのリンよりはむしろリ
ン酸分子の電子状態を反映している｡このようにRydberg状態が見られないという現象
は,分子のX線領域での吸収スペクトルに特徴的な現象で, 分子内における efective
potentialbarrierを考えることによって解釈される0
リン酸の場合,中心のリンの周囲にある電子は,リンをとり囲む4つの電気的に陰性
な酸素によって動径方向に反擬的な力 (これをeffectivepotentialbarrierで表現する.)
を受けこの方向に2つの極小(井戸 )をもつPotentialの中を電子が運動する｡2つの極
小のうち中心側の極小にある電子状態 (innerwelstate)から外側の極小にある電子状態
(outerweustate)-の遷移は起りにくく,一方同じinnerwelstate-の遷移の確率は大き
い｡実際に得られたスペクトルの山はこの innerwelstateからinnerwelstateへの遷移
に対応するものでリンと酸素の原子軌道の線形結合によってリン酸の分子軌道を作 り,
そのエネルギー準位を調べることによってこの事実が定性的に確認される｡ 4つの吸収
の山はエネルギーの順にリンのL穀 (2t2)から,空いたリン酸の分子軌道6al,6t2,
2e,7t2 -の遷移と考えているoこの結論は,リン酸と同じ正四面体構造をもつSi02
のSiのL穀からの励起の場合と一致するが,スペクトルの広がり, 山の形などの点で
は差がある｡ チミヂル酸中のリン酸の吸収の山の位置が高エネルギー側-ずれる理由の
解釈を含めて,より確かな起源の推定は今後行なう定量的な計算結果を得たおくてはな
らない｡
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